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議
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昭
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提
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育
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と
の
相
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関
係
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に
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す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

 

お
尋
ね
の
「
子
育
て
予
算
（
家
族
関
係
支
出
）
が
増
え
る
と
出
生
率
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
、
と
い
う
認
識
は
岸

田
内
閣
に
あ
る
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
子
育
て
予
算
（
家
族
関
係
支
出
）
が
増
え
る
と
出
生
率
が
改
善
す
る
可
能
性
が
高
く
な

る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
（
令
和
二
年
五
月
二
十
九
日
閣
議

決
定
。
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
少
子
化
の
背
景
に
は
、
（
中
略
）
個
々
人
の
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
の
希

望
の
実
現
を
阻
む
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
様
々
な
要
因
が
影
響
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
日
本
の
子
育
て
予
算
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
（
家
族
関
係
支
出
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
と
合
計
特
殊
出
生
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
諸
国
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
何
位
に
位
置
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
以
下
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
」

と
い
う
。
）
の
「Family 

Database

」
（
以
下
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
二
千
十
七
年
の
「P

ublic 
spending 

on 
family 

benefits

」
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
う
ち
、
同
様
の
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
三
十
七
箇
国
の
中
で
は
第
二
十
六
位
で
あ
り
、
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
二
千
二
十
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
す
る
三
十
八
箇
国
の
中
で
は
第
三
十
五
位
で
あ
る
。
ま
た
、
「
こ
の
順
位
に
関
し
て
岸
田
内
閣
は
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ど
う
評
価
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
大
綱
に
お
い
て
、
「
少
子
化
の
背
景
に
は
、
（
中
略
）
個
々
人
の
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
の
希
望
の
実
現
を
阻
む
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
様
々
な
要
因
が
影
響
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
国
民
負
担
率
な
ど
の
違
い
も
あ
り
、
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
日
本
の
出
生
率
が
上
が
ら
な
い
主
な
理
由
を
三
つ
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決

策
も
お
示
し
願
い
た
い
」
に
つ
い
て
は
、
「
主
な
理
由
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
綱
に
お

い
て
、
「
少
子
化
の
背
景
に
は
、
（
中
略
）
個
々
人
の
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
の
希
望
の
実
現
を
阻
む
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
様
々
な
要
因
が
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
「
希
望
」
の

実
現
を
阻
む
隘 あ

い

路
を
打
破
す
る
た
め
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
財
源
は
こ
れ
か
ら
考
え
る
の
か
。
あ
る
い
は
国
債
発
行
な
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
財
源
は
こ
れ
か
ら
考
え
る

の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
ど
も
政
策
を
強
力
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
安
定
財
源
に

つ
い
て
、
政
府
を
挙
げ
て
、
国
民
各
層
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
の
費
用
負
担
の
在
り
方
を
含
め
、
幅
広
く
検
討
を

進
め
、
確
保
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
衛
費
に
つ
い
て
、
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦
略
等
の
策
定
や
今
後

の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
、
①
抜
本
的
な
防
衛
力
強
化
の
内
容
、
②
そ
の
防
衛
力
強
化
に
必
要
な
防
衛
費
の
規
模
、
③
そ
の



 

３ 

 

防
衛
費
の
増
額
を
裏
付
け
る
財
源
の
在
り
方
、
を
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
所
得
再
分
配
機
能
」
に
つ
い
て
は
、
「
税
の
所
得
再
分
配
機
能
」
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
制
度
等
、
所
得
再

分
配
機
能
を
持
つ
他
の
制
度
と
の
関
係
も
踏
ま
え
て
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
諸
外
国
と
我
が
国
で
は
所
得
の
分
布
状

況
も
異
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
諸
外
国
と
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
所
得
税
の
累
進
を
強
化
す
る
、
ま
た
は
、
金
融
所
得
課
税
を
上
げ
る
、
な
ど
の
財
源
確
保
策
及
び
所
得
再
分
配

機
能
強
化
策
に
つ
い
て
は
、
岸
田
内
閣
の
中
で
実
行
す
る
お
つ
も
り
は
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
税
制

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
二
」
（
令
和
四
年
六
月
七
日
閣
議
決
定
）
や
令
和
三

年
十
二
月
十
日
に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
令
和
四
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 


